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国内学会発表 29 鈴⽊雅⽣, 市原理司. シュワン細胞充填型⼈⼯神経は神経再建の新たな選択肢となりうるか︖　第36回⽇本整形外科学会基礎学術集会（三重 2021年10⽉14-15⽇）

国内学会発表 30 鈴⽊雅⽣, 市原理司. シュワン細胞充填型⼈⼯神経は神経再建の新たな選択肢となりうるか︖第48回⽇本マイクロサージャリー学会学術集会（筑波 2021年12⽉1-4⽇）

国内学会発表 31 Hatano R, Otsuka H, Itoh T, Saeki H, Yamamoto A, Shirakawa Y, Iyama S, Iwao N, Sato T, Yamada T, Morimoto C, Ohnuma K. Anti-interleukin-26 
therapy for the control of chronic inflammation in GVHD. 第83回⽇本⾎液学会, Web開催, 2021年9⽉23-25⽇

国内学会発表 32 Komiya E, Tominaga M, Hatano R, Itoh T, Honda K, Toyama S, Kamata Y, Otsuka H, Ohnuma K, Morimoto C, Takamori K. μ-opioid ligand 
endomorphin induces alloknesis at the periphery. 第46回⽇本研究⽪膚科学会, Web開催, 2021年12⽉3-5⽇

国内学会発表 33 池⽥有⾥、和⽥章乃、⻑⾕川敏男、　横⽥睦美、⼩池正⼈、池⽥志斈.　Identification of melanocyte progenitor cells in human subcutaneous adipose tissue. 第
120回⽇本⽪膚科学会総会　2021年6⽉10〜13⽇　パシフィコ横浜/WEBとハイブリッド開催



国内学会発表 34

国内学会発表 35 今⼀義、⼭科俊平、池嶋健⼀．肝特異的PTEN⽋損脂肪肝炎モデルマウスにおけるアミノ酸グリシンの効果.「ワークショップ18　脂肪性肝疾患︓新規治療法を⽬指した基礎研究とトラ
ンスレーショナルリサーチ」　第107回⽇本消化器病学会総会, 新宿, 2021年4⽉15-17⽇.

国内学会発表 36 今⼀義、新井久美⼦、内⼭明、深⽥浩⼤、中寺英介、⼭科俊平、池嶋健⼀．アミノ酸グリシンによる脂肪肝炎の改善効果―肝特異的PTENノックアウトマウスを⽤いた検討－．第58
回⽇本消化器免疫学会総会, 京都, 2021年7⽉2-3⽇.

国内学会発表 37 今⼀義、新井久美⼦、内⼭明、深⽥浩⼤、中寺英介、⼭科俊平、池嶋健⼀．肝細胞特異的PTENノックアウトマウスの脂肪肝炎に対するグリシンの影響.第28回肝細胞研究会, 兵
庫, 2021年9⽉10-11⽇.

国内学会発表 38 今⼀義、⼭科俊平、池嶋健⼀．肝細胞特異的PTENノックアウトマウスにおけるグリシンの脂肪肝炎・肝がん抑制効果．ワークショップ11．第29回JDDW（第25回⽇本肝臓学会⼤
会）, 神⼾, 2021年11⽉4-7⽇.

国内学会発表 39 今⼀義、⽯塚敬、内⼭明、深⽥浩⼤、⼭科俊平、池嶋健⼀.⾼脂肪⾷誘導脂肪肝炎マウスの速筋萎縮における炎症性サイトカインの役割.第35回肝類洞壁細胞研究会学術集会, 
新潟, 2021年12⽉16-17⽇.

国内学会発表 40 池嶋健⼀.アルコール性肝障害や薬物依存における臓器-臓器悪循環とマスター細胞の疲弊化.2021年度アルコール・薬物依存関連学会合同学術集会, 三重, 2021年12⽉17-19
⽇.

国内学会発表 41 Seiji Kamijo, Mutsuko Hara, Mayu Suzuki, Susumu Nakae, Hideoki Ogawa, Ko Okumura, Toshiro Takai.　Innate IL-17A Enhances IL-33-Independent 
Skin Eosinophilia and IgE Response on Subcutaneous Papain Sensitization. 第70回⽇本アレルギー学会学術⼤会 2021.10.8-10（横浜, 　hybrid）.

国内学会発表 42 Seiji Kamijo, Susumu Nakae, Ko Okumura, Toshiro Takai.　An enhancing role of innate IL-17A on IL-33-independent skin eosinophilia and IgE 
response in a subcutaneous papain sensitization model. 第50回⽇本免疫学会学術集会 2021.12.8-10（奈良, 　hybrid）.

国内学会発表 43
Tomoko Yoshimura, Toshiro Takai, Seiji Kamijo,Toru Kimitsu, Yurie Masutani,Takasuke Ogawa, Ko Okumura, Hideoki Ogawa, Shigaku Ikeda. New 
epicutaneous sensitization model to protease antigen: itch-associated skin inflammation, a variety of Th subsets and IgE. 第46回⽇本研究⽪膚科学会年
次学術⼤会 2021.12.3-5 (web).

国内学会発表 44
Yurie Masutani, Toshiro Takai, Seiji Kamijo,Toru Kimitsu, Tomoko Yoshimura, Ko Okumura, Hideoki Ogawa, Shigaku Ikeda. Detergent-induced skin 
inflammation and itch in a mast cell-independent and antihistamine-resistant manner in C57BL/6 mice. 第46回⽇本研究⽪膚科学会年次学術⼤会 
2021.12.3-5 (web).

国内学会発表 45 ⽊蜜徹, 上條清嗣, 国峯真也, ⾇⾕友⾥恵, 吉村智⼦, ⼩川秀興, 池⽥志斈, 奧村康, ⾼井敏朗. プロテアーゼ抗原経⽪投与による気道炎症予防︓抗原修飾によるTh17誘導能
消去.  第70回⽇本アレルギー学会学術⼤会 2021.10.8-10（横浜, 　hybrid）

国内学会発表 46 ⾕⽥以誠. In-resin 光線-電⼦線相関顕微鏡法の進展〜３D＆マルチカラー. 第126回解剖学会総会・全国学術集会/ 第98回⽇本整理学会, シンポジウム「電⼦線によるオルガ
ネライメージングの新たな挑戦」, Web開催, 2021/3/29.

国内学会発表 47 ⾕⽥以誠. CLEM 蛍光タンパク質~エポキシ樹脂包埋⽣物試料のマルチカラーin-resin CLEMへの適⽤. 第126回解剖学会総会・全国学術集会/ 第98回⽇本⽣理学会, 企業共
催セミナー, Web開催, 2021/3/30.

池⽥有⾥、⼟橋⼈⼠、和⽥章乃、⼩⼭智史、吉原渚、池⽥志斈. coiled-coil alpha-helical rod protein 1 (CCHCR1)と乾癬の関連　第36回⽇本乾癬学会学術⼤会、2021
年9⽉3⽇4⽇　ホテルミラコスタ（千葉県浦安市）WEBとハイブリッド開催



国内学会発表 48 ⾕⽥以誠. エポン包埋試料を⽤いた2カラーin-resin CLEM. 第126回解剖学会総会・全国学術集会/ 第98回⽇本整理学会, ⽇本顕微鏡学会連携シンポジウム「CLEM法　-光顕
と電顕のギャップを埋める⼿法の最前線-」, Web開催, 2021/3/30.

国内学会発表 49 ⾕⽥以誠. 蛍光タンパク質を⽤いたエポン樹脂包埋試料の２⾊In-resin CLEM. 第77回⽇本顕微鏡学会学術講演会, シンポジウム「相関顕微鏡法の最前線」, Web開催
2021/6/15.

国内学会発表 50 ⾕⽥以誠. 中枢神経特異的CtsDノックアウトマウスの解析と In-resin CLEMについて . 新学術領域「マルチモードオートファジー」 第3回班会議・第14回オートファジー研究会, 神奈
川, 2021/10/25-27.

国内学会発表 51
Kumagai Y, Kakuta S, Kuwahara, and Nagaoka I. LL-37 ameliorates mouse sepsis by releasing antimicrobial extracellular vesicles.  The 94th annual 
meeting of the Japanese Society of Bacteriology. Online. 2021 March 23-25. Oral presentation in a selected workshop session and poster 
presentation.

国内学会発表 52 熊⾕由美,　宮原克, ⻑岡功、洲崎悦⽣.　マウス敗⾎症の病態改善に関与する好中球由来細胞外⼩胞. 第8回⽇本細胞外⼩胞学会2021年10⽉18-19⽇. オンライン. ポスターお
よび⼝頭発表

国内学会発表 53 鈴⽊⾹, ⻑岡功. ヒト抗菌ペプチドLL-37による⾎管内⽪細胞のオートファジー誘導と細胞死のメカニズム. 第94回⽇本細菌学会総会, 岡⼭&web開催, 2021年3⽉23-25⽇

国内学会発表 54 鈴⽊⾹, 洲崎悦⽣, ⻑岡功. ヒト抗菌ペプチドLL-37はオートファジー不全の⾎管内⽪細胞に細胞死を誘導する. 第67回トキシンシンポジウム, 名古屋&web開催, 2021年9⽉10⽇

国内学会発表 55 林陽⼦、清⽔芳男、濱⽥千江⼦、鈴⽊祐介. 伊⾖半島における慢性腎臓病（CKD)患者の初診時から透析導⼊に⾄るまでの経過と性差（第2報）第66回⽇本透析医学会学術
集会・総会 パシフィコ横浜 2021年6⽉4⽇-6⽇

国内学会発表 56 須⽥⼀⼈,松本有加,越智崇徳,古賀寛之,⼭髙篤⾏,中村哲也. 膀胱上⽪オルガイド培養における増殖・分化機構の検討. 第37回⽇本⼩児外科学会秋季シンポジウム, 東京都 ベ
ルサール神⽥,2021年10⽉30⽇.

国内学会発表 57 松本有加,須⽥⼀⼈,古賀寛之,⼭髙篤⾏,中村哲也. ⼤腸への⼩腸オルガノイド 移植による腸管不全治療の開発. 第118回東京⼩児外科研究会,東京都 順天堂⼤学,2021年6
⽉1⽇.

国内学会発表 58 須⽥⼀⼈,松本有加,越智崇徳,古賀寛之,⼭髙篤⾏,中村哲也. オルガノイド培養を⽤いた膀胱上⽪分化機構の解析. 第58回⽇本⼩児外科学会学術集会,神奈川県 パシフィコ横
浜,2021年4⽉28⽇.

国内学会発表 59 野⽥幸⼦,佐藤栄⼈,福⽥隆浩,多⽥昇弘,服部信孝. C57BL/6マウスにおける加齢に伴う運動機能とドーパミン作動性ニューロンの変性. 第68回⽇本実験動物学会総会,オンライン
開催,2021年5⽉19⽇〜21⽇.

国内学会発表 60 佐藤栄⼈,野⽥幸⼦,多⽥昇弘,服部信孝. CHCHD2⽋損パーキンソン病モデルマウスの解析. 第68回⽇本実験動物学会総会,オンライン開催,2021年5⽉19⽇〜21⽇.

国内学会発表 61 ⼩松雅明. 新局⾯を迎えるオートファジー研究. 第17回⽇本病理学会カンファレンス（ウェブ開催）2021年8⽉20⽇

国内学会発表 62 ⼩松雅明. p62液滴介在性オートファジーによる超分⼦複合体の分解機構. 新学術領域研究「マルチモードオートファジー」第3回班会議、神奈川湯河原、2021年10⽉25⽇

国内学会発表 63 ⼩松雅明. p62液滴介在性オートファジーによる超分⼦複合体の分解機構.  第94回⽇本⽣化学会シンポジウム（ウェブ開催）選択的オートファジー（座⻑、演者）2021年11⽉4
⽇

国内学会発表 64 蔭⼭俊. p62顆粒はオートファゴソーム形成とストレス応答の⾜場として働く機能的液滴である. 第94回⽇本⽣化学会シンポジウム（ウェブ開催）選択的オートファジー 2021年11⽉4
⽇



国内学会発表 65 深尾勇輔、鈴⽊仁、牧⽥侑⼦、狩野俊樹、⼆瓶義⼈、中⼭⿇⾐⼦、李明峰、加藤莉那、鈴⽊祐介. IgA腎症における樹状細胞の役割. 第64回⽇本腎臓学会学術総会, パシフィコ
横浜, 2021年6⽉18⽇-20⽇.

国内学会発表 66 牧⽥侑⼦、鈴⽊仁、中⼭⿇⾐⼦、深尾勇輔、鈴⽊祐介. IgA腎症におけるC4d沈着症例の検討. 第64回⽇本腎臓学会学術総会, パシフィコ横浜, 2021年6⽉18⽇-20⽇.

国内学会発表 67 村越真紀、岸⽥千晶、作間宏⼦、⾜⽴恵理、越⽥剛⽣、上⽥誠⼆、合⽥朋仁、鈴⽊祐介. ⾎中TNF受容体（TNFR）濃度は⽇本⼈2型糖尿病患者においても腎予後を予測す
る. 第64回⽇本腎臓学会学術総会, パシフィコ横浜, 2021年6⽉18⽇-20⽇.

国内学会発表 68 ⼤塚智之、上⽥誠⼆、⻑澤肇、⼤熊輝之、佐藤浩司、⼭岸晶⼀、鈴⽊祐介. 内⽪障害進展におけるAGEs・ミネラルコルチコイド受容体経路の関与. 第64回⽇本腎臓学会学術総
会, パシフィコ横浜, 2021年6⽉18⽇-20⽇.

国内学会発表 69 狩野俊樹、Andrew King、鈴⽊仁、上⽥誠⼆、⻑澤肇、深尾勇輔、Renata Oballa、鈴⽊祐介. IgA腎症に対するEndothelin　A受容体拮抗薬の効果. 第64回⽇本腎臓学会
学術総会, パシフィコ横浜, 2021年6⽉18⽇-20⽇.

国内学会発表 70 ⻑澤肇、鈴⽊仁、ジェンキンソン　セリア、上⽥誠⼆、深尾勇輔、中⼭⿇⾐⼦、リウ　カイ、コマーズ　ラドコ、鈴⽊祐介. IgA腎症モデルマウスに対するスパルセンタン（AT1受容体拮抗薬/
エンドセリン受容体拮抗薬の合剤）の腎保護作⽤. 第64回⽇本腎臓学会学術総会, パシフィコ横浜, 2021年6⽉18⽇-20⽇.

国内学会発表 71 合⽥朋仁、村越真紀、上⽥誠⼆、⽊村健⼆郎、細⾕⿓男、鈴⽊祐介. ⾼尿酸⾎症合併CKD患者においてフェブキソスタット（XOi）が⾎中TNF受容体(sTNFR)濃度に及ぼす影響. 
第64回⽇本腎臓学会学術総会, パシフィコ横浜, 2021年6⽉18⽇-20⽇.

国内学会発表 72 ⼤熊輝之、上⽥誠⼆、⻑澤肇、⼤塚智之、薮内純⼦、野原奈緒、鈴⽊祐介. Uremic sarcopeniaにおけるIrisinの役割の検討. 第64回⽇本腎臓学会学術総会, パシフィコ横浜, 
2021年6⽉18⽇-20⽇.

国内学会発表 73 ⻑澤肇、鈴⽊仁、Celia Jenkinson、上⽥誠⼆、⼤塚智之、⼤熊輝之、深尾勇輔、中⼭⿇⾐⼦、Kai Liu、Radko Komers、合⽥朋仁、鈴⽊祐介. IgA腎症モデルマウスに対する
スパルセンタン（AT1受容体/エンドセリン受容体拮抗薬）の腎保護作⽤. 第43回⽇本⾼⾎圧学会総会, WEB開催, 2021年10⽉15⽇-17⽇.

国内学会発表 74 ⼤塚智之、上⽥誠⼆、⻑澤肇、⼤熊輝之、佐藤浩司、⼭岸昌⼀、鈴⽊仁、合⽥朋仁、鈴⽊祐介. 内⽪障害進展におけるHMGB1・ミネラルコルチコイド受容体経路の関与. 第43回
⽇本⾼⾎圧学会総会, WEB開催, 2021年10⽉15⽇-17⽇.

国内学会発表 75 ⼤熊輝之、上⽥誠⼆、⻑澤肇、⼤塚智之、薮内純⼦、野原奈緒、鈴⽊仁、合⽥朋仁、鈴⽊祐介. Uremic sarcopeniaにおけるIrisinの役割の検討. 第43回⽇本⾼⾎圧学会総
会, WEB開催, 2021年10⽉15⽇-17⽇.

国内学会発表 76 合⽥朋仁、村越真紀. 糖尿病性腎臓病の進展を予測するTNF関連バイオマーカーの意義. 第32回⽇本糖尿病性腎症研究会, WEB開催, 2021年12⽉4⽇-5⽇.

国内学会発表 77 村越真紀、岸⽥千晶、作間宏⼦、⾜⽴恵理、越⽥剛⽣、上⽥誠⼆、合⽥朋仁、鈴⽊祐介. ⾎中Progranulin、TNF受容体濃度と腎機能との関連性. 第32回⽇本糖尿病性腎症
研究会, WEB開催, 2021年12⽉4⽇-5⽇.

国内学会発表 78 越⽥剛⽣、合⽥朋仁、杉本卓弥、朝原崇、⽯坂匡則、村越真紀、鈴⽊祐介. 糖尿病性腎臓病患者における腸内細菌叢の解析. 第32回⽇本糖尿病性腎症研究会, WEB開催, 
2021年12⽉4⽇-5⽇.

国内学会発表 79 ⼤熊輝之、上⽥誠⼆、⻑澤肇、⼤塚智之、鈴⽊祐介. 慢性腎臓病（CKD）における運動介⼊は、マイオカイン産⽣を介し、動脈硬化、腎機能障害進展を抑制する. 脳⼼⾎管抗加
齢研究会2021(第17回学術⼤会), ⼤阪(梅⽥スカイビル), 2021年12⽉17⽇.

国内学会発表 80 呉林なごみ, 村⼭尚, ⽯井光⼀郎, ⼩⻄真⼈, 杉原匡美, 森修⼀, 飯沼⼤翔, 磨⾥⽯, 村越伸⾏, 影近弘之, 櫻井隆. CPVTモデルマウスに対するRyR2特異的阻害薬の効果. 第
94回⽇本薬理学会年会, zoom開催, 2021年3⽉8⽇

国内学会発表 81 ⼭下直也, 櫻井隆. トランスサイトーシスを介したTrkA-APP複合体の軸索への局在化. 第94回⽇本薬理学会年会, zoom開催, 2021年3⽉10⽇



国内学会発表 82 村⼭尚. 1型リアノジン受容体チャネル複合体関連筋疾患の発症機構と治療戦略. 第126回⽇本解剖学会・第98回⽇本⽣理学会合同⼤会, zoom開催, 2021年3⽉29⽇

国内学会発表 83 Kurebayashi N. Search for RyR2 inhibitors and verification of their effects on arrhythmogenic myocardium. 第126回⽇本解剖学会・第98回⽇本⽣理学会
合同⼤会, zoom開催, 2021年3⽉29⽇

国内学会発表 84 Yamashita N, Sakurai T. Axonal targeting of TrkA-APP complex via transcytosis. 第44回⽇本神経科学⼤会 / CJK第1回国際会議, 神⼾, 2021年7⽉29⽇

国内学会発表 85 村⼭豪, ⽥村直⼈.  「COVID-19患者の末梢⾎単核球のサイトカイン産⽣能とその産⽣メカニズムの解明」  第42回⽇本炎症・再⽣医学会. 東京.  2021年7⽉7⽇

国内学会発表 86 塩⽥遼太郎, 城愛理, 奥野利明, 鈴⽊祐介, 横溝岳彦. ロイコトリエンB4-BLT1軸はFcγ受容体依存的に腎炎急性期の好中球浸潤を制御する. 第63回⽇本脂質⽣化学会, WEB
開催, 2021年6⽉9-10⽇.

国内学会発表 87 塩⽥遼太郎, 城愛理, 横溝岳彦, 鈴⽊祐介. ロイコトリエンB4-BLT1軸はFcγ受容体依存的に腎炎急性期の好中球浸潤を制御する. 第64回⽇本腎臓学会学術総会, 横浜（ハイ
ブリッド形式）, 2021年6⽉18-20⽇.

国内学会発表 88 李賢哲. 三連四重極型質量分析計を⽤いた簡便な遊離脂肪酸測定法の開発とその応⽤. 第46 回⽇本医⽤マススペクトル学会年会, 仙台, 2021年9⽉17-18⽇.

国内学会発表 89 遅源, 佐伯和⼦, 横溝岳彦. Leukotriene B4 receptor type 2 enhances cell membrane repair and protects cell death caused by pore forming agent. 第8回
⽇本細胞外⼩胞学会学術集会, WEB開催, 2021年10⽉18-19⽇.

国内学会発表 90 遅源, 佐伯和⼦, 横溝岳彦. Protective roles of leukotriene B4 receptor type 2 on pore forming toxin-induced cell membrane damage. 第94回⽇本⽣化学
会, WEB開催, 2021年11⽉3-5⽇.

国内学会発表 91 塩⽥遼太郎, 城愛理, 奥野利明, 鈴⽊祐介, 横溝岳彦. LTB4-BLT1軸による⽷球体腎炎の病態制御機構の解明と治療への応⽤. 第94回⽇本⽣化学会, WEB開催, 2021年
11⽉3-5⽇.

国内学会発表 92 杉本奈央, ⾼宮⾥奈, 三⽊寿美, 宇⼭徹, 上⽥夏⽣, 李賢哲, 横溝岳彦, 村上誠. cPLA2εは複数組織において抗炎症性脂質NAEの産⽣に関わる. 第94回⽇本⽣化学会, 
WEB開催, 2021年11⽉3-5⽇.

国内学会発表 93 古賀友紹, 横溝岳彦, 中尾光善. ロイコトリエンB4受容体BLT1の発現で規定される炎症性樹状細胞の機能解析 (最優秀発表賞受賞). 東京呼吸器リサーチフォーラム, 東京, 
2021年11⽉13⽇.

国内学会発表 94 Oh-hora M., Yokomizo T. A critical role of transient receptor melastatin 7 in early T cell development. 第50回⽇本免疫学会学術集会, 奈良（ハイブリッド形
式）, 2021年12⽉8-10⽇.

国内学会発表 95 塩⽥遼太郎, 城愛理, 奥野利明, 中⼭⿇⾐⼦, 横溝岳彦, 鈴⽊祐介. LTB4-BLT1軸による⽷球体腎炎の病態制御機構の解明と治療への応⽤. Japan Kidney Council 2021, 
WEB開催, 2021年12⽉18-19⽇.

国内学会発表 96 藤原なほ, 宮原克、⽥中奈々、⼭⾼篤⾏　マウスモデルをもちいた腸管神経再⽣治療法の開発,第58回　⽇本⼩児外科学会学術集会, 東京, 2021年4⽉29⽇

国内学会発表 97 藤原なほ, 宮原克、⽥中奈々、⼭⾼篤⾏　Comparative differentiation of enteric neural crest-derived cells co-cultured with aganglionic gut in a mouse 
model,第37回　⽇本⼩児外科秋季シンポジウム, 東京, 2021年10⽉30⽇

国内学会発表 98 須⽥⼀⼈、松本有加、越智崇徳、古賀寛之、⼭髙篤⾏、中村哲也。オルガノイド培養を⽤いた膀胱上⽪分化機構の解析。第58回⽇本⼩児外科学会学術集会。神奈川、2021年
4⽉29⽇

国内学会発表 99 須⽥⼀⼈、松本有加、越智崇徳、古賀寛之、⼭髙篤⾏、中村哲也。膀胱上⽪オルガイド培養における増殖・分化機構の検討。第37回⽇本⼩児外科学会 秋季シンポジウム。
東京、2021年10⽉30⽇

国内学会発表 100 平井　誠、森　稔幸　美⽥　敏宏　ネズミマラリア原⾍Kelch13のインターラクトーム解析、⽇本寄⽣⾍学会、奈良県、2021．４．16（誌上開催）



国内学会発表 101 吉⽥隆司、⻑岡鉄太郎、永⽥祐⼀、鈴⽊宣史、堤建男 、栗⼭祥⼦、松下雅和、⼩⻄博応、出原賢治、Simon J. Conway 、⾼橋和久. マクロファージ遊⾛を介したペリオスチンの
PAH病態進展への関与. 第6回⽇本肺⾼⾎圧・肺循環学会学術集会（2021.5.8、東京）

国内学会発表 102 ⻑岡鉄太郎. パネルディスカッション4︓肺⾼⾎圧のtranslational research, 肺⾼⾎圧症の⾎管反応. 第6回⽇本肺⾼⾎圧・肺循環学会学術集会（2021.5.8、東京）

国内学会発表 103 神⾕和作,内⽿上⽪細胞を標的としたバイオ医薬品の開発,第31回⽇本⽿科学会総会・学術講演会,東京,2021年10⽉14⽇

国内学会発表 104 粟⽥健太郎, 荒井美輝, Irena Santosa, 時⽥万英, 東海林宏道, 清⽔俊明,⺟体低蛋⽩による胎児発育不全モデルの若年期⾻格筋インスリン抵抗性についての検討,第48回⽇
本⼩児栄養消化器肝臓学会学術集会 (web参加), 2021.10.3.

国内学会発表 105 粟⽥健太郎, Santosa Irena, 荒井美輝, 村野弥⽣, 東海林宏道, 清⽔俊明, ⺟体低蛋⽩⾷餌による胎児発育不全モデルラットにおける⾻格筋インスリン抵抗性の検討, 第57回
⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会 (web参加), 2021.7.11-13.

国内学会発表 106 東海林宏道, 粟⽥健太郎, 數野彩⼦, 時⽥万英, Santosa Irena, 村野弥⽣, 三浦芳樹, 清⽔俊明, 新規胎児発育不全モデルラットにおけるiTRAQ法による肝臓の網羅的解析, 
第124回⽇本⼩児科学会学術集会 (web参加), 2021.4.16-18.

国内学会発表 107 時⽥万英, Santosa Irena, 粟⽥健太郎, 村野弥⽣, 東海林宏道, 清⽔俊明, ⼦宮内発育不全が⾻格筋のインスリン抵抗性に及ぼす影響, 第124回⽇本⼩児科学会学術集会 
(web参加), 2021.4.16-18.

国内学会発表 108 東海林宏道, 荒井美輝, Irena Santosa, 粟⽥健太郎, 時⽥万英, 清⽔俊明, 蛋⽩制限による胎児発育不全モデルを⽤いた⾻格筋インスリン抵抗性についての検討, 第10回⽇本
DOHaD研究会学術集会 (web参加), 2021.9.4.

国内学会発表 109 ⼭城⼀雄、稲葉俊東、栗⽥尚英、上野祐司、宮元伸和、平健⼀郎、中島翔、⽊島千景、服部信孝、⼘部貴夫　「LPSによる神経炎症が認知機能と⽩質病変に及ぼす影響」　第11
回⽇本脳⾎管・認知症学会総会　2021年8⽉28⽇　WEB開催

国内学会発表 110 ⼭城⼀雄、稲葉俊東、栗⽥尚英、上野祐司、宮元伸和、平健⼀郎、中島翔、⽊島千景、服部信孝、⼘部貴夫　「腸内細菌由来LPSによる神経炎症と認知機能及び⽩質病変との
関連」　第40回⽇本認知症学会学術集会　2021年11⽉26⽇〜28⽇　東京

国内学会発表 111 稲葉俊東、⼭城⼀雄、栗⽥尚英、上野祐司、宮元伸和、平健⼀郎、中島翔、⽊島千景、服部信孝、⼘部貴夫　「腸内細菌叢異常は神経炎症を介して認知機能と⽩質病変に関与
する」　第64回⽇本脳循環代謝学会学術集会　2021年11⽉12⽇〜13⽇　岐⾩

国内学会発表 112 ⼭城⼀雄、稲葉俊東、栗⽥尚英、上野祐司、宮元伸和、平健⼀郎、中島翔、⽊島千景、服部信孝、⼘部貴夫　「腸内細菌由来LPSによる神経炎症と認知機能および⽩質病変との
関連」第40回⽇本認知症学会学術集会　2021年11⽉26⽇〜28⽇　東京

国内学会発表 113 ⽥中⾥佳,藤村聡、平野理恵、古川聖美、有⽥佳代、⽔野博司, シンポジウム36「下肢⾎管再⽣治療の最前線」（SY-36-3)包括的⾼度慢性下肢虚⾎に対する⾃家末梢⾎⽣体
外培養単核球細胞製剤の開発, 第20回⽇本再⽣医療学会総会,web, 2021/3/11-13

国内学会発表 114 ⽥中⾥佳、藤村聡、平野理恵、古川聖美、有⽥佳代、⽔野博司　演題「包括的⾼度慢性下肢虚⾎に対するRE01細胞の開発」、第13回⽇本創傷外科学会、北九州、
2021/7/15-16

国内学会発表 115 ⻄⾙燕,⾨真起⼦、萩原裕⼦、平野理恵、藤村聡、⽔野博司、⽥中⾥佳, 末梢⾎単核球由来細胞（MNC-QQ細胞）が⽪膚繊維芽細胞遊⾛に及ぼす影響の解明,第30回⽇本
形成外科学会基礎学術集会,東京-京王プラザポテル、2021/10/7-8

国内学会発表 116

国内学会発表 117 中⽥智史、中村京⼦、⼭下由莉、平澤(有川)恵理: アセチルコリン誘発性細胞内カルシウム動態におけるパールカンの役割. 第7回⽇本筋学会学術集会 京都⼤学 京都, 2021
12⽉11-12⽇

国内学会発表 118 林地のぞみ、川原⽞理、林由起⼦、平澤(有川)恵理 ゼブラフィッシュ変異体を使ったα1,6 フコース転移酵素(Fut8) ⽋損筋の形態学的解析 (京都⼤学 百周年時計台記念会)、
京都府、2021(12.11-12.12) 第7回⽇本筋学会学術集会　京都⼤学　京都, 2021 12⽉11-12⽇

国内学会発表 119 松⽥ひより、⽩崎駿、⼭下由莉、中⽥智史、中村京⼦、櫻井英俊、平澤恵理: iPS細胞由来筋細胞を⽤いたパールカンの筋収縮への役割の解明．第53回⽇本結合組織学会（順
天堂⼤学本郷・お茶の⽔キャンパス）, 東京都,  2021 (6.26-6.27)

平澤恵理, ⼭下由莉, 中⽥智史, 服部信孝, 櫻井英俊 筋疾患特異的iPS細胞を使った治療効果検証系の構築 ⽇本神経学会学術⼤会　5⽉19⽇２２⽇ 2021年　国際会議
場　京都



国内学会発表 120 ⻄村陽、⼤野⻯暉、村越和輝、安部⿓征　オレリアン・ケレベール、平澤恵理¹細胞-細胞外マトリックス相互作⽤の研究に向けた脱細胞脳組織上でのオリゴスフェア培養⽅法の確⽴．
第53回⽇本結合組織学会（順天堂⼤学本郷・お茶の⽔キャンパス）, 東京都,  2021 (6.26-6.27)

国内学会発表 121 中⽥智史、秋葉星哉、⼭下由莉、櫻井英俊、平澤恵理: ⾻格筋結合組織を利⽤した新規培養⽅法の確⽴．第53回⽇本結合組織学会（順天堂⼤学本郷・お茶の⽔キャンパ
ス）, 東京都,  2021 (6.26-6.27)

国内学会発表 122 ⽩崎駿, 中⽥智史, 松⽥ひより, ⼭下由莉, ⾦⼦晴⾹, ⽯島旨章, 櫻井英俊, 平澤恵理 パールカン遺伝⼦変異による軟⾻表現型解析に向けた細胞モデル系の構築 第53回⽇本
結合組織学会（順天堂⼤学本郷・お茶の⽔キャンパス）, 東京都,  2021 (6.26-6.27)

国内学会発表 123 Takahiro Tanaka, Aurelien Kerever, Yuji Suzuki, Kana Kato, Fumihito Saitow, Hidenori Suzuki, Eri Arikawa-Hirasawa 第53回⽇本結合組織学会（順天堂
⼤学本郷・お茶の⽔キャンパス）, 東京都,  2021 (6.26-6.27)

国内学会発表 124 Aurelien Kerever, Kazuko Keino-Masu, Masayuki Masu, Toin van Kuppevelt, Romain R. Vivès, Eri Arikawa-Hirasawa 第53回⽇本結合組織学会（順天堂⼤
学本郷・お茶の⽔キャンパス）, 東京都,  2021 (6.26-6.27)

国内学会発表 125 古川稔⼰ 辻裕介 Kerever Aurelien，斎藤勇 鎌形康司，桝和⼦, 桝正幸，畑純⼀, ⻘⽊茂樹 平澤恵理 へハラ゚ン硫酸エントズルファターセ S゙ulf1/Sulf2⽋損マウスにおける脳梁
異常の解析 第53回⽇本結合組織学会（順天堂⼤学本郷・お茶の⽔キャンパス）, 東京都,  2021 (6.26-6.27)

国内学会発表 126 ⽇置寛之、⼭内健太、古⽥貴寛,  Multi-Scale LM/EM Neuronal Imaging from Brain to Synapse with a Tissue Clearing Method.,  第10回⽇本マーモセット研究会
⼤会, オンライン開催, 2021年1⽉26⽇

国内学会発表 127 ⼭内健太、岡本慎⼀郎、古⽥貴寛、⼩池正⼈、⽇置寛之,  FT-GO: a Fluorescent Tyramide Signal Amplification System for Cytochemical and Histochemical 
Analysis. (蛍光チラミド増感法の開発とその応⽤),  第126回⽇本解剖学会総会・全国学術集会・第98回⽇本⽣理学会⼤会（合同⼤会）, オンライン開催, 2021年3⽉28⽇

国内学会発表 128 曽友深、前⽥祐輔、⽊下タロウ、⼩池正⼈,  Characterization of Protein N-glycosylation in Golgi pH regulator deficient cells. (ゴルジ体酸性環境による糖鎖修飾の制
御メカニズム),  第126回⽇本解剖学会総会・全国学術集会・第98回⽇本⽣理学会⼤会（合同⼤会）, オンライン開催, 2021年3⽉29⽇

国内学会発表 129

太⽥桂輔、⼤⽯康博、池⽥宗樹、伊藤圭基、上森寛元、⽊村俊、⼩林憲太、⿊岩義典、堀越 勝、松下純也、⽇置寛之、⼤倉正道、中井淳⼀、⽵⽥晃⼈、⼤泉匡史、宮脇敦
史、⻘⻄亨、⼤出孝博、尾藤晴彦、村⼭正宜,  Fast and wide field-of-view two-photon imaging with a single-cell resolution to reveal functional network 
proprieties. (単⼀細胞解像度での⾼速・広視野2光⼦イメージングによる機能的ネットワーク特性の解明),  第44回⽇本神経科学⼤会 CJK第1回国際会議, 神⼾コンベンションセン
ター 神⼾市（ハイブリッド開催）, 2021年7⽉29⽇

国内学会発表 130
岡本和樹、上窪裕⼆、⼭内健太、岡本慎⼀郎、⾼橋慧、⽯⽥葉⼦、櫻井隆、⼩池正⼈、池⾕裕⼆、⽇置寛之,  Hippocampal CA2 labeling with an AAV2/PHP.eB 
vector. (AAV2/PHP.eBベクターを⽤いた海⾺CA2野選択的標識),  第44回⽇本神経科学⼤会 CJK第1回国際会議, 神⼾コンベンションセンター 神⼾市（ハイブリッド開催）, 
2021年7⽉31⽇

国内学会発表 131 ⼭内健太、岡本慎⼀郎、古⽥貴寛、⼩池正⼈、⽇置寛之,  FT-GO: a multiplex fluorescent tyramide signal amplification system for histochemical analysis. (蛍
光チラミド増感法の開発とその応⽤),  第44回⽇本神経科学⼤会 CJK第1回国際会議, 神⼾コンベンションセンター 神⼾市（ハイブリッド開催）, 2021年7⽉31⽇

国内学会発表 132 ⼭内健太、岡本慎⼀郎、古⽥貴寛、⼩池正⼈、⽇置寛之,  蛍光チラミド増感法の開発とその応⽤,  ⽇本解剖学会第109回関東⽀部学術集会, 明海⼤学 坂⼾市（オンライン開
催）, 2021年9⽉11⽇

国内学会発表 133 脇坂啓⼦、今居譲、⽇置寛之、川⼝⼤地、後藤由季⼦、服部信孝,  Developmental patterns of astrocytes surrounding the dopaminergic neuron in the 
midbrain.,  第44回⽇本分⼦⽣物学会年会, パシフィコ横浜 横浜市（ハイブリッド開催）, 2021年12⽉2⽇



国内学会発表 134 中野信浩、才⽥⼀樹、北浦次郎、⼋代拓也、⻄⼭千春、奥村 康、⼩川秀興，NotchシグナルとTGF-βシグナルの相互依存的な作⽤が粘膜型マスト細胞の分化を促進させる．⽇本
農芸化学会2021年度⼤会，On line，2021年3⽉20⽇．

国内学会発表 135 中野信浩、才⽥⼀樹、⻄⼭千春、北浦次郎、奥村康，NotchシグナルとTGF-βシグナルの相互依存的な作⽤が粘膜型マスト細胞の分化誘導に寄与している．第70回⽇本アレル
ギー学会学術⼤会，横浜，2021年10⽉9⽇．

国内学会発表 136 中野信浩、⽶⼭俊之、北浦次郎、清⽔俊明、奥村　康，経⼝免疫療法マウスモデルを⽤いた持続的不応答獲得メカニズムの解析．第6回⽇本アレルギー学会関東地⽅会，東京，
2021年11⽉27⽇．

国内学会発表 137 Nobuhiro Nakano, Jiro Kitaura, Ko Okumura, Hideoki Ogawa, Shigaku Ikeda，Molecular mechanisms of mucosal mast cell differentiation．⽇本研究⽪
膚科学会　第46回年次学術⼤会・総会，On line，2021年12⽉4⽇．

国内学会発表 138 Nobuhiro Nakano, Jiro Kitaura, Ko Okumura，Mucosal mast cell differentiation is promoted by interdependent action of Notch and TGF-β signaling．
第50回⽇本免疫学会学術集会，奈良（On line），2021年12⽉9⽇．

国内学会発表 139 中村⾐⾥、荻野郁⼦、川村海渡、阪本浩⼀朗、中島円、宮原克、多⽥昇弘、宮嶋雅⼀︓⽔頭症を発症する微⼩管モーター蛋⽩質ダイニンDnah5⽋損マウスの病態解析、第68回
⽇本実験動物学会総会,オンライン開催,2021年5⽉19⽇〜21⽇.

国内学会発表 140 ⻄⽥友哉, ⻘⼭周平, ⾦井晶⼦, 岩本達也, 伊藤南, 宮塚健, 綿⽥裕孝. 膵β細胞におけるオートファジーの役割について. 第58回⽇本糖尿病学会関東甲信越地⽅会, web, 
2021/1/30-31.

国内学会発表 141 氷室美和, 宮塚健, 若林侑⾹, 荻原健, ⻄⽥友哉, ⼤島茂, 岡本隆⼀, 綿⽥裕孝. 新規レポーターマウスを⽤いたα細胞新⽣・分化機構の解明. 第94回⽇本内分泌学会学術総
会, web, 2021/4/22-24.

国内学会発表 142 氷室美和, 宮塚健, 若林侑⾹, 荻原健, ⻄⽥友哉, ⼤島茂, 岡本隆⼀, 綿⽥裕孝. 新規レポーターマウスを⽤いた膵α細胞新⽣機構の解明. 第64回⽇本糖尿病学会年次学術集
会, web, 2021/5/20-22.

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 磯⽥菊⽣.  炎症と⼼⾎管疾患　東京　2021/12/16.

特別講演・
招待講演 2 ⼭城⼀雄、栗⽥尚英、服部信孝、⼘部貴夫　第46回⽇本脳卒中学会学術集会　シンポジウム「⼝腔・腸内細菌と脳卒中」脳卒中の病態における腸内細菌の役割　2021年3⽉13

⽇　福岡
特別講演・
招待講演 3 佐藤匡．喘息︖COPD︖トリプル製剤の使いどころ．GSK Respiratory WEB seminar．Web開催（東京）．2021年10⽉18⽇

特別講演・
招待講演 4 伊沢久未、北浦次郎︓第7回総合アレルギー講習会、アレルギー疾患の病態⽣理最前線、ペア型免疫受容体によるアレルギー疾患の制御メカニズム、神⼾、2021年6⽉5-6⽇

特別講演・
招待講演 5 市原理司, 林礼⼈, 鈴⽊雅⽣, 原章, ⼤⾕慧, ⽯島旨章. 「コラーゲン製⼈⼯神経（リナーブ）との出会いから基礎研究に⾄るまで」. シンポジウム2「ここまですごいぞ⼈⼯神経」. 第38

回中部⽇本⼿外科研究会（招待講演）（名古屋 2021年1⽉30⽇）
特別講演・
招待講演 6 市原理司. ⼿外科疾患におけるエクオールの可能性  第148回印旛郡市薬剤師会印⻄地区勉強会（特別講演）（千葉　2021年6⽉16⽇）

特別講演・
招待講演 7 市原理司. ⼿の痛みとしびれ〜⼥性ホルモンとの関係について 第98回順天堂⼤学医学部附属市⺠公開講座（2021年5⽉24⽇〜2021年6⽉6⽇ Web配信）

特別講演・
招待講演 8

特別講演・
招待講演 9

特別講演・
招待講演 10 ⾼井敏朗. アレルゲンの基礎 〜抗原から免疫学まで〜. 第７回 総合アレルギー講習会(⽇本アレルギー学会主催） 2021.6.6　（横浜, 　hybrid）

池⽥志斈　円形脱⽑症(AA)の疾患感受性遺伝⼦CCHCR1:同定、機能解析、臨床症状との相関関係　第29回⽑髪科学研究会　教育講演　2021年12⽉11⽇(⼟)　順天堂⼤
学（東京都⽂京区）ハイブリッド開催
Kon K, New insights: the role of hepatic lipid metabolism in NASH and sarcopenia. Evening seminar 4, 7th Asian Conference on Tumor Ablation 
ACTA, Tokyo, Japan, 2021年10⽉16⽇.



特別講演・
招待講演 11 中村哲也. オルガノイド利⽤腸上⽪置換による再⽣医療. 第37回⽇本⼩児外科学会秋季シンポジウム, 東京都 ベルサール神⽥,2021年10⽉30⽇,教育講演.

特別講演・
招待講演 12 森下英晃. オートファジー依存的・⾮依存的な細胞内分解系の分⼦機構・⽣理機能の解明. 御茶ノ⽔WEB Diabetes Hybrid Seminar（ウェブ開催）2021年12⽉14⽇

特別講演・
招待講演 13 Minamino T. Targeting senescent cells for the treatment of cardiovascular aging. 17th ISACB, Kowa Symposium: Cardiovascular Inflammation and 

Therapeutics, 2021/3/13, Web
特別講演・
招待講演 14 Minamino T. Targeting senescent cells as a novel treatment of cardiovascular aging. ESC Preventive Cardiology 2021, Healthy cardiovascular aging – 

Is it possible? 2021/4/17, Web
特別講演・
招待講演 15 Minamino T. Targeting senescent cells for the treatment of lifestyle-related disease. The 10th international meeting on ageing -Functional phenotype 

of the aged cardiovascular system, 2021/9/4, Heart Centre University Hospital Halle (Saale), Web
特別講演・
招待講演 16  Minamino T. Targeting senescent cells for the treatment of lifestyle-related disease. The 6th International Cell Senescence Association (ICSA) 

Conference, 2021/12/13, Osaka
特別講演・
招待講演 17 Minamino T.  ⽼化細胞除去Senolysisによる抗⽼化治療の開発と組織再⽣の可能性　第20回⽇本再⽣医療学会総会　シンポジウム11　細胞・組織・個体⽼化と再⽣医療　

2021/3/12　Web
特別講演・
招待講演 18 Minamino T.  合併症を⾒据えた2型糖尿病治療戦略　第85回⽇本循環器学会学術集会ランチョンセミナー11　2021/3/26　パシフィコ横浜

特別講演・
招待講演 19 Minamino T.  細胞⽼化を標的とした抗⽼化治療の開発　第120回⽇本⽪膚科学会総会　教育講演10 アンチエイジング医学︓⽼化は疾患である　2021/6/10　パシフィコ横浜

特別講演・
招待講演 20 Minamino T.  抗⽼化治療として運動を考える　第27回⽇本⼼臓リハビリテーション学会総会　シンポジウム6︓基礎研究を⼼臓リハビリテーションのエビデンスに活かす（Bench to 

Bedside)　2021/6/19　幕張メッセ
特別講演・
招待講演 21 Minamino T.  ⽼化細胞を標的とした⽣活習慣病治療開発　第50回⽇本⼼脈管作動物質学会 シンポジウム講演4　2021/7/2 信州⼤学 松本キャンパス

特別講演・
招待講演 22 Minamino T.  ⽼化細胞除去Senolysisによる抗⽼化治療の開発　第63回⽇本平滑筋学会総会　2021/8/6　Web

特別講演・
招待講演 23 Minamino T.  Targeting senescent cells for the treatment of lifestyle-related disease　第38回国際⼼臓研究学会⽇本部会（ISHR)　2021/12/10　Web

特別講演・
招待講演 24 ⼭城⼀雄、栗⽥尚英、服部信孝、⼘部貴夫　第46回⽇本脳卒中学会学術集会　シンポジウム「⼝腔・腸内細菌と脳卒中」脳卒中の病態における腸内細菌の役割　2021年3⽉13

⽇　福岡
特別講演・
招待講演 25 ⽇置寛之,  Neuronal network structure composed of neocortical inhibitory interneurons.,  第10回遺伝研研究会, ⿅児島⼤学 ⿅児島市（ハイブリッド開催）, 

2021年12⽉18⽇
特別講演・
招待講演 26 ⽇置寛之、⼭内健太、古⽥貴寛,  Multi-Scale LM/EM Neuronal Imaging from Brain to Synapse with a Tissue Clearing Method.,  第44回⽇本分⼦⽣物学会年

会, パシフィコ横浜 横浜市（ハイブリッド開催）, 2021年12⽉1⽇
特別講演・
招待講演 27 ⼩池正⼈., 各種免疫電⼦顕微鏡法の実践,  第46回組織細胞化学講習会, オンライン開催, 2021年8⽉18⽇

特別講演・
招待講演 28 ⽇置寛之、髙橋慧、⼭内健太,  組織透明化技術の基礎と実践,  第46回組織細胞化学講習会, オンライン開催, 2021年8⽉18⽇

特別講演・
招待講演 29 ⽇置寛之,  中枢神経系のネットワーク構造解析,  第8回蛍光イメージング・ミニシンポジウム（北海道⼤学ニコンイメージングセンター主催）, オンライン開催, 2021年5⽉1⽇

特別講演・
招待講演 30 中野信浩，粘膜型マスト細胞 －その由来と分化のメカニズム－．第27回　GLIACセミナー，⼭梨⼤学，2021年10⽉21⽇．



区分 番号 発明者名, 発明の名称, 出願番号 国際共同

知的財産権の出
願・取得等 1

知的財産権の出
願・取得等 2 北浦次郎、伊沢久未、安藤智暁︓ヒトCD300fアゴニストのスクリーニング⽅法、出願番号︓特願2021-141305、2021年

知的財産権の出
願・取得等 3 北浦次郎、伊沢久未、安藤智暁、井出拓磨︓セラミドリポソームの製造法、出願番号︓特願2021-185887、2021年

知的財産権の出
願・取得等 4 森本幾夫, 波多野良, ⼤沼圭, ⾦⼦有太郎. 抗CD26抗体と免疫チェックポイント阻害剤との併⽤療法. 特願2021-091761, 2021年5⽉31⽇出願

知的財産権の出
願・取得等 5 安倍　能之、⽥村直⼈、間質性肺炎モデル⾮ヒト動物の作製⽅法、特開2021-100388

知的財産権の出
願・取得等 6 神⾕和作, 改変型アデノ随伴ウイルスベクター,特願2021-198101

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む） 1 第26回⽇本病態プロテアーゼ学会　Young investigator's award 受賞 2021年9⽉23⽇

その他
（広報活動を含む） 2 触刺激による⽪膚でのかゆみの発⽣と調節メカニズムを解明(〜機械的かゆみを誘発する因⼦エンドモルフィンを同定〜), 順天堂ニュース, 2021年9⽉27⽇

その他
（広報活動を含む） 3 過敏なかゆみ、原因物質特定　塗り薬開発に期待―順天堂⼤, 時事通信,2021年10⽉18⽇

その他
（広報活動を含む） 4 「機械的かゆみ過敏」エンドモルフィンが誘発 順天堂⼤学研究グループ, 薬事⽇報, 2021年11⽉1⽇

その他
（広報活動を含む） 5 順天堂⼤、過敏なかゆみ、原因物質特定。, ⽇経産業新聞 p7, 2021年11⽉1⽇

その他
（広報活動を含む） 6 佐藤匡、瀬⼭邦明．a1-アンチトリプシン⽋乏症（AATD）に対するAAT補充療法．令和3年度（2021年度）難治性疾患政策研究事業　難治性呼吸器疾患・肺⾼⾎圧症に関

する調査研究　第⼆回班会議．2021年12⽉10⽇
その他

（広報活動を含む） 7 安⼾裕貴、前原明絵、安東泰希、⽥村直⼈、北浦次郎︓肝硬変や⾓化異常等を発症する希少疾患の原因となる遺伝⼦変異を同定〜NLRP１遺伝⼦点変異が⾃⼰炎症性疾患を
引き起こす〜。順天堂⼤学、News & Information (医療・健康)、2021年3⽉23⽇（プレスリリース）。

その他
（広報活動を含む） 8 安⼾裕貴、前原明絵、安東泰希、⽥村直⼈、北浦次郎︓⾃⼰炎症性の希少疾患患者から、原因としてNLRP1遺伝⼦の点変異を同定－順⼤ほか。QLifePro、医療ニュース、2021

年3⽉24⽇
その他

（広報活動を含む） 9 安⼾裕貴、前原明絵、安東泰希、⽥村直⼈、北浦次郎︓肝硬変や⾓化異常等を発症する希少疾患の原因となる遺伝⼦変異を同定〜NLRP１遺伝⼦点変異が⾃⼰炎症性疾患を
引き起こす〜。⽇経バイオテク、2021年3⽉24⽇

その他
（広報活動を含む） 10 安⼾裕貴、前原明絵、安東泰希、⽥村直⼈、北浦次郎︓肝硬変や⾓化異常等を発症する希少疾患の原因となる遺伝⼦変異を同定。時事メディカル、2021年3⽉23⽇

その他
（広報活動を含む） 11 北浦次郎（代表）︓第47回三越医学研究助成 研究成果報告書、2021年。

その他
（広報活動を含む） 12 伊沢久未（代表）︓2019年度持⽥記念研究助成　研究成果報告書、2021年。

世古義規、奥村　康、村⼭季美枝、藤村　務、澁⾕智義、中島章⼈、永原章仁, 炎症性腸疾患の予防⼜は治療薬, 特願2021-083757



その他
（広報活動を含む） 13 伊沢久未（代表）︓公益財団法⼈　ニッポンハム⾷の未来財団　2021年度　個⼈研究助成　採択、2021年。

その他
（広報活動を含む） 14 安藤智暁（代表）︓公益財団法⼈　中富健康科学振興財団　令和2年度（第33回）研究助成⾦　採択、2021年。

その他
（広報活動を含む） 15 市原理司. 座⻑「⼈⼯神経」（⼀般演題21）第48回⽇本マイクロサージャリー学会学術集会（筑波　2021年12⽉1-4⽇）

その他
（広報活動を含む） 16 市原理司. 令和3年度⽇本学術振興会研究費補助⾦　基盤研究(C) 研究分担者︓「端側神経縫合法を⽤いたハイブリッド型⼈⼯神経の実践的応⽤の検討」 ￥4,290,000

その他
（広報活動を含む） 17

その他
（広報活動を含む） 18

その他
（広報活動を含む） 19 中村哲也. 腸オルガノイド研究の進展ー再⽣医療利⽤研究を中⼼にー. 第167回お茶の⽔がん学アカデミア,オンライン開催,2021年5⽉26⽇.

その他
（広報活動を含む） 20 ⼩松雅明. 実験医学8⽉号企画. 実験医学 特集、Vo.39 No.13（2021年8⽉号）

その他
（広報活動を含む） 21 ⼩松雅明. 実験医学8⽉号執筆　「選択的オートファジー　既成概念を覆す分⼦機構と⽣理作⽤」. 実験医学 特集、Vo.39 No.13: 2030-2038（2021年8⽉号）

その他
（広報活動を含む） 22 ⼩松雅明. Highly Cited Researchs 2021選出. Clarivate Analytics　2021年11⽉16⽇

その他
（広報活動を含む） 23 牧⽥侑⼦、中⼭⿇依⼦、深尾勇輔、鈴⽊仁、鈴⽊祐介. IgA腎症におけるC4d沈着症例の検討. 第44回IgA腎症研究会学術集会, WEB開催, 2021年1⽉30⽇.

その他
（広報活動を含む） 24 李明峰、鈴⽊仁、加藤莉那、中⼭⿇⾐⼦、深尾勇輔、狩野俊樹、牧⽥侑⼦、鈴⽊祐介. Toll様受容体9/7をターゲットとしたIgA腎症治療に関する検討. 第44回IgA腎症研究会

学術集会, WEB開催, 2021年1⽉30⽇.
その他

（広報活動を含む） 25 ⼆瓶義⼈、⽻⽣⽥圭、東⼭瑞希、岩崎裕幸、深尾勇輔、中⼭⿇⾐⼦、狩野俊樹、鈴⽊仁、北村⼤介、鈴⽊祐介. IgA腎症の新病態-腎⽷球体に対するIgA型⾃⼰抗体の病態へ
の関与. 第44回IgA腎症研究会学術集会, WEB開催, 2021年1⽉30⽇.

その他
（広報活動を含む） 26 薮内純⼦、上⽥誠⼆、野原奈緒、⻑澤肇、⼤塚智之、若林啓⼀、鈴⽊祐介. CKDにおけるサルコペニア/フレイルの発症因⼦としてのAGE. 第4回⽇本Uremic Toxin研究会学術⼤

会, WEB開催, 2021年4⽉24⽇.
その他

（広報活動を含む） 27 ⻑澤肇. IgA腎症モデルマウスに対するスパルセンタン【AT1受容体拮抗薬/エンドリセン受容体拮抗薬の合剤】の腎保護作⽤. 第30回御茶ノ⽔腎研究会, WEB開催, 2021年5⽉27
⽇.

その他
（広報活動を含む） 28 合⽥朋仁. 2型糖尿病の最新の治療戦略. Diabetes Web Seminar, WEB開催, 2021年7⽉27⽇.

その他
（広報活動を含む） 29 合⽥朋仁. Dapagliflozinのエビデンスを振り返る. 腎⾼⾎圧代謝治療研究会, 東京ガーデンパレス, 2021年9⽉2⽇.

その他
（広報活動を含む） 30 合⽥朋仁. 腎症を合併した2型糖尿病の治療戦略-GLP1RAのポジショニングを考える-. Diabetes＆Incretin Web Seminar〜⾎糖・⾎圧の包括的アプローチ〜, WEB開催, 

2021年9⽉10⽇.
その他

（広報活動を含む） 31 ⼤塚智之. 内⽪障害進展におけるHMGB1・ミネラルコルチコイド受容体経路の関与. 第43回⽇本⾼⾎圧学会総会,　若⼿研究者奨励賞, WEB開催, 2021年10⽉16⽇.

その他
（広報活動を含む） 32

Nagasawa H, Suzuki H, Jenkinson C, Ueda S, Fukao Y, Nakayama M, Otsuka T, Liu K, Komers R, Suzuki Y. Sparsentan (The dual Endothelin and 
Angiotensin 1 receptor blocker) protects against the development of renal injury in IgA nephropathy model mice. The 10th CKD Frontier Meeting, 
WEB開催 Feb 28 2021

池⽥志斈、岡　晃　円形脱⽑症の遺伝⼦同定　Identification of alopecia areata susceptibility variant　FRAGRANCE JOURNAL　KOREA  2021 Mar.41-47 (韓国
語翻訳)

池⽥志斈.　令和3年度リディアオリリー記念ピアス⽪膚科学振興財団　第6回「⼩川秀興賞」受賞



その他
（広報活動を含む） 33 須⽥⼀⼈、令和3(2021)年度 GSKジャパン研究助成採択 「FGF7とFGF10の差異にみる膀胱上⽪分化能と泌尿器疾患病態への影響」

その他
（広報活動を含む） 34 患者さんの命と⾜を守るために⾎管再⽣治療を実現、順天堂　CO-CORE、順天堂⼤学広報部、2021/5/24〜

その他
（広報活動を含む） 35 中野信浩，優秀演題賞，第6回⽇本アレルギー学会関東地⽅会，2021年11⽉27⽇．

その他
（広報活動を含む） 36 中野信浩，⽶⼭俊之，⾻髄由来免疫抑制細胞とアレルギー．臨床免疫・アレルギー科， 2021;75(6): 656-663．

その他
（広報活動を含む） 37 ⻘⼭周平, ⻄⽥友哉, ⾕⽥以誠, 宮塚健, ⽯井優, 松本雅記, 綿⽥裕孝. 耐糖能異常における膵β細胞オートファジー活性の変化とその意義の検討. 第14回オートファジー研究会若

⼿の会, web, 2021/10/24.
その他

（広報活動を含む） 38 ⻘⼭周平, ⻄⽥友哉, ⾕⽥以誠, 宮塚健, ⽯井優, 松本雅記, 綿⽥裕孝. 耐糖能異常における膵β細胞オートファジー活性の変化とその意義の検討. 第32回分⼦糖尿病学シンポジ
ウム, 岐⾩県(⽇本), 2021/12/11.

その他
（広報活動を含む） 39 氷室美和. 若⼿研究者奨励賞.新規レポーターマウスを⽤いた膵α細胞新⽣・分化機構の解明. ⼀般社団法⼈⽇本内分泌学会.第94回 ⽇本内分泌学会学術総会,2021年4⽉22

⽇〜4⽉24⽇
その他

（広報活動を含む） 40 鵜澤博嗣. 2021年度第50回研究助成⾦.ユビキチン様修飾因⼦UFM1の膵β細胞における⽣理学的意義の解析. 公益財団法⼈かなえ医薬振興財団.

その他
（広報活動を含む） 41 鵜澤博嗣. 2021年度Front Runner of Future Diabetes Researchに関する研究助成.ユビキチン様修飾因⼦UFM1の膵β細胞における病態⽣理学的意義の解析.公益財団

法⼈⽇本応⽤酵素協会
その他

（広報活動を含む） 42 鵜澤博嗣.研究助成2021-⽣活習慣病領域-【若⼿研究者】.ユビキチン様修飾因⼦ UFM1 の膵 β 細胞における⽣理学的意義の解析.公益財団法⼈MSD⽣命科学財団


